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挨拶・講義 

平素のお礼、トレセンの狙

い、試合における副審の役

割・任務・重要性を簡潔に説

きました。 

ワークショップ 

坪倉/西山インストラクター

より、グループディスカッシ

ョンが行われ、競技規則の更

なる理解を深めました。 

ボールインプレーおよびアウトオブプレー 第９条 

その他の審判員 第 6 条 



 

「ワークショップ」とは・・・・・・・・研究集会・参加者が自主的に体験する講習会。 

「グループディスカッション」とは・・・複数の被験者による討論のことをいう。集団討論ともいう。 

「ダイヤモンドナイン」とは・・・・・・あるテーマを決め、その中で重要となる[９つのワード]を提示し、 

参加者が一緒になって考え、意見を述べ、重要度の高い物を上から 

順番に並べる手法。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップ 

副審を務めるにあたり、行な

うべきことや適切なシグナル

を再確認する為に各ワードを

重要度の高い順に並べるワー

クショップを披露しました。 

 【ダイヤモンドナイン】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップ 

副審のシグナルをイラスト

化し、アウトオブプレーとな

った際にその都度出すシグ

ナルについて、班ごとに説明

文とイラストが合致するよ

う並べ、発表し合いました。 

遠いサイドでのオフサイド

のシグナルはこのイラスト

やから....こっちの説明文の

上に貼ればええんやな....。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ワークショップ 

Ｊリーグで実際にあった数

シーンを見て、解答用紙にそ

の都度「ｵﾝｻｲﾄﾞ」or「ｵﾌｻｲﾄﾞ」

を判定し、挙手にて答え合わ

せをしました。 

 

【オフサイド映像テスト】 

オフサイド 第 11 条 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実技・基礎練習 

午後からは、研修会場を体育

館に移し、良い判定に繋がる

目線や身体の向き/動き、シ

グナル、立ち位置によってボ

ールの見え方の違い等、改め

て基礎から教わりました。 

1 

2 

3 

1 

2 

3 

視野を確保するトレーニング 

ビブス②と⑤が直角に交わる場所に副審役

①が位置取り、②⑤の上下の動きに合わせ

て常に適切なポジションを取る。 

------------------- 

腕を真っ直ぐ伸ばして、オフサイド！ 

------------------- 

このボールは IN or OUT? 

3 つのポジションから比較してみよう。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プラクティカル・ 

トレーニング 

実際にオフサイドの判定を行

なうセッション。FW/DF がす

れ違う瞬間にパスを出し、その

都度判断。何度も繰り返すこと

で判定精度を上げていきまし

た。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

振返りとおさらい 

各セッション共に終了前に

は必ず「やったことの振返

り・再確認」を行なうことで、

より深い理解へと導きまし

た。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年度の西ブロック都市協会合同審判トレセンは、各都市協会の各種指導者や社会人チーム登録者等計

１５名を対象に、「『副審』第６条・第９条・第１１条」をテーマとして、姫路協会がまとめ役なり、

但馬協会は第６条、西播磨協会は第９条、東播協会は第１１条についての講義とプラクティカルトレー

ニングを担当し、４協会が協力して実施することができました。 

このような形で開催した理由は、副審を担当することが多い参加者が、副審として「日頃からどのよう

な準備が必要か？」「実際にどのような方法で実践していけばよいのか？」というような内容に絞って

研修を実施し、自信を持って正しい判定ができるようになるためには、各都市協会での現状や経験を踏

まえることで、より一層、実践的で有意義なトレセン活動になると考えたためです。 

また、昨年度は姫路協会を中心に、西播磨協会、但馬協会、東播協会にご協力をいただく形で約４０名のユース審判員を対象に行い、その後の継続的な

トレセン活動を通して、２級審判員も誕生しました。そのような人材発掘や審判活動の展開を西ブロック全体に広げ、各都市協会においても様々なトレセ

ン活動や研修会を設けられるようにしていくことでこそ、今後のサッカー界の発展に貢献できると考えたからです。実際に、昨年の経験を基に役割を分担

し、８月より入念に行った事前の打ち合わせの段階から、意見交換や情報共有を行いながら進めることができました。 

オープニングでは「なぜ副審は必要なのか」をテーマに、サッカーにおける審判の存在意義や、競技規則や審判員の歴史的背景も踏まえ、審判活動に意

欲的になっていただくとともに、副審として学ぶべきことが当日のプログラムに詰まっていることを理解していただきました。 

午前の講義においては、「第６条その他の審判員」では副審が示すべき正しいシグナルとその意義について、「第９条ボールインプレーおよびボールア

ウトオブプレー」では正しい判定に導くために必要なことについて、グループディスカッション形式で実施し、参加者から積極的な意見や発言もあり、各

グループごとにそれぞれの立場からよく考えられた見解を発表することができました。さらに「第１１条オフサイド」については、映像を使用したオフサ

イドテストも実施し、オフサイドの見極めの難しさを体感していただきました。 

午後のプラクティカルトレーニングでは、副審のシグナルのなかでもフラッグテクニック、動きや目や体の使い方の工夫について実施し、即実践できる

テクニックを身につけていただきました。そして、第９条と第１１条について実際に判定を行い、午前に頭で考えたことをすぐに実践し、副審としてやる

べきことが明確になったと思います。最後は実際にオフサイドのシーン（シンプルなすれ違い）を判定してもらい、改めて難しさを感じていただくととも

に、どこを見るべきなのかを実感していただきました。 

参加者の皆さんは、一日の最初に「審判活動に意欲的な方」「上級審判を目指したいと思っておられる方」と尋ねても前向きな反応がなかったのですが、

デスカッションやプラクティカルトレーニングを進めるごとに、次第に会話や笑顔が増え、一生懸命に取り組む中で多くの新たな発見や自発的な質問が出

てきて、休憩時間や実践の合間にもインストラクターの周りに輪ができていたのが印象的で、とても嬉しく感じました。一緒に審判活動を行い、共にサッ

カー界を支えて行くことのできる方が一人でも多くいらっしゃると光栄です。 

 また反省会において参加したすべての都市協会も「やる前はイメージがわかなくて難しかったし準備も大変だったが、やって良かった。今回出てきた課

題をさらにブラッシュアップして、各都市協会においても研修会を実施していきたい。」という感覚を持つことができたので、この経験を今後にどれだけ

生かせるか、大変楽しみになりました。最後になりましたが、今回の西ブロック合同トレセンにご協力いただいた皆様に深く感謝申し上げます。 

また、サッカー界のより大きな発展を心から祈っております。              姫路協会 審判委員会 総務部長 藤本祐作（３級審判員） 

 

 

振り返って 

--- 講師兼運営委員 --- 

藤本祐作(3級審判員) 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 合同トレセンを実施するようになって今回で 2 回目となりました。昨年は姫路協会が全面的に舵を 

取っていましたが、今年は支援協会に担当を振り分け、各セッションを担当していただきました。 

  いろいろと準備が大変でしたが、受講者だけじゃなく、担当者・運営委員それぞれが勉強になり、 

やっていく中で成長することができました。 

 今後も引き続き合同トレセン活動を進めて参りますので、各種からご参加賜りますようよろしくお願 

いいたします。 

当
日
説
明
・実
施
し
た
資
料 

（一
部
紹
介
） 

お 礼 

---運営委員長--- 

松本 実(姫路協会審判委員長) 


